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1. はじめに
これまでは，閉鎖）11'!'11:=.vJ料システムを利川した
L¥'i生廂時にトラプルが発I：しないような注点点に
ついて述べてきた。1ij阿までに述ぺてきたような
知識を習得した Lでシステムの荘罪 ・述用を行っ
ていれば， トラプルが発生する;t,{は低いと名えら
れる。しかし，偶発的な機器の故1砕や利川者のイく
注立などでトラプルが発生してしまう1J能性をな
くすことは不可能である。それゆえ、ガカ<-のト
ラプル発I|：．に備え．その対処法や対処するための
糾絨作りをしておくことが屯ましい。また． トラ
プルヘの対処だけではなく．適切なエネルギー行
理を行う 1ズ．でも，それは市疫である。
実際．下者らは．閉鎖平HiiIt尭システムのプロ
トタイプを川いた実験において，究謁器具の屯源
プラグが部l礼の掃除滞使川のために抜かれてしま
い，その後，プラグはコンセントに挿されていた
ものの空凋器具は「1動的に復11せず，照IJ]器具か
らの発熱によりシステム内気品が50℃を超えてし
まい．尖験中の1'iが死滅してしま った．というト
ラプルの経験かある。この場合，ひとつの尖験が
台無しになってしまったという程ぼでそれほど人
きな経済的姐失は生じなかったものの， (~1i1:s？信業
者で同様のトラプルが発牛した場合には経済的
なiii失だけではなく ． !~]1までに（打を納品できな
いといういllfriでの紺火にもつながってしまう。
今L1Iは．下者らが理想と考える閉鎖型［旧生庄シ
ステムにおける行理 ・連川体制の例とともに． ト
ラプルとして発生する1J能件の砂い紺心や倅屯発
生時と1，村古虫仕人時の対処I却こついて述ぺる。
2.閉鎖型苗生産システムの管理 ・運用
体制
閉鎖型1'iり液システムを達入した現場において
システム祁人時にその行狸 ．迎川体制を作ってお
くことが咽ましい。とくに複数台の閉鎖型I'ilJこPii
システムを＃人するような比校的規校の人きい
(11 Iげ(I業者の場合には．笠狸 ・迎川体制が機能す
るか否かによって． Iりのlj旅性に大きな彩野がで
てくるとf想される。
ここで， 1．者らの杓える株l$i刺'ilti1tシステム
の行刑 ．述川（木制の例を図 lにぷす。仝体を統括
する竹理J.［任者の ドには．エネルギー ・設備行理
担当と生叩呼l！担‘りをおく必要がある。前者はシ
ステム全般をより深く即解することのできる知識
をもつ人材 （たとえば， 1．学系の出身者など）が，
後者はシステムを活JI]して1'1,,こ廂仝般の知識を持
つ人材（たとえば．J此学系の出身者など）が、そ
れぞれ担‘りすることが吼ましい。ただし両者の
担 り｀を明確な区別よりも．それぞれがli．いの内容
を即解しておくことのほうが平要である また．
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図 1 閉鎖型苗生産システムの管理体制の例。管理沢任
者の下に，エネルギー ・設備担当と生産管理担当を匹
くことを特徴とする。これは， システムの管理・運営
がシステム主体もしくは苗生産主体のどちらか一方に
偏ってしまうことを防ぐためである。なお，育苗ユ
ニットには，ハードウエアとしての1台もしくは複数
台のシステムが対応する
エネルギー ・，没紺i竹刑担‘りは屯父tl •1 「•技術者や工
ネルギー管理」：と．I国岱.£1！担‘りは有I'ilに関する
叩"l家 （火‘i:：等の研究者など）とそれぞれ定期
的な会合を開き． l,り報収集に努める必疫がある。
このような体制か望ましいのは．Il3liJi'!h'i生廂シ
ステムの行即 ・巡営がシステム］・；体もしくは1『iIt.
肖il・体のどちらか・）jに仙ってしまうことを防ぐ
ためである。往々にして．エネルギーのが1"隊は
ffiについて｛耀iの1，liI"隊はエネルギーについ
て，それぞれ知識が乏しい。一）jの論狸や）j策を
押し辿してしまった場合には他）jで1iり迎を生じ
る場合も多い。 したがって全体を統括するJ.‘直
行には，双）jの忍見を集約し．謁整する能））が求
められる。
他）j. 行I用者北l•JIのドには．育1'1'iユニ ッ トごと
のJ.,i任行および(T菜者を配i'｛する。ユニットJ.'HI
者は現場の作業者からもたらされる1,'i報を取り
まとめるとともに，エネルギー ・没紺if打咀l.‘りと
生J布代•FI！担‘咄から b たらされる指ボを的確に作業
行に伝える役1,'Ilを担う とくに．エネルギー ・，没
備竹狸担‘りと'l:1屈沼咀lじりがすべてを見まわるこ
とができない規校のJ易合には，木端の作業者から
1:流への1，り報伝辻がりI.ければり1いほど，後に述ペ
るようなトラプル発生時の迅辿な対処が1J能とな
るとともに，適切なエネルギー芦狸の実施が容易
となる。小規校に1li$ti型Hi4旅システムを＃人し
た1'il消戊者において現状では上述のような紐
綿だった管理 ・述川休制になっていない場合もあ
ろう。ただし．将来の大規校化を視野に入れてい
る場合にはこのような組織作りを早期に実施し
ておくことが望ましい。
ここで述べたような閉鎖型Hi生廂システムの
符Fl！・巡Il体制を構築することの直投性は， これ
までの園芸分野とくにわが国ではあまり認識
されていなかったように感じられる。温玄での行
狸 ・迎川体制に関する解説は一部の＄籍に見られ
るものの（例えば， Ball. 1998; Nelson, 1998 
など）．多くのページは枝培もしくは温室の機器
に関する1,'i報に内ljかれている。管狸 ・述川体制に
関する糾説が少ないことの理山としては，それぞ
れの現場ごとに名え）jが戎なるために体系的にま
とめることが難しいもしくは体系的にまとまっ
ていたとしてもそれぞれに独r」のノウハウがある
ために公表していないことが理山であろう。ま
た．小規校な園芸J塁家が多く． f粁：理 ・迎川体制が
明確になっていなくても，それなりに経営が成り
＇ヽ［っていることも理 1としてf想される。
他）j.建築物や工場のエネルギー菅理や品質行
狸にI渕する占藉の多くではその，d頭で管刑 ．
迎)IJ体制の構築手法に関する説明がなされること
が多い。これは，行理 ・迎m体制の良否により會
エネルギーi1費：Itや品’頁に大きな影褥をおよぼす
ことが忍識されているためである。閉釦型I'『l:Pi:
システムを利川したl'Jlk光は，ある種のI：業的な
柏物生廂であり，そのような側1面からみれば， 1: 
業分野でIlいられている手法の祁入を図るのは，
自然であろう あわせて． i芍I1H・述川体制がきち
んと構築され．機能していれば．以ドに述べるよ
うなトラブル発I1・時の迅辿な対応が可能になると
ともに． トラプルに起lk.する経済的な被＇］｛を1位小
限に食い止めることができる。
3.漏電や停電発生時の対処
閉釘i1r墳i'げ（月｀ ンステム内では． 1'i11:_廂のために
水が使Ilされる。また．空、凋器具の冷却コイルが
宅内空気の蒻点・温度以ドの場合．コイル面で水蒸
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図2 漏電プレーカーの例。漏電が発生した場合．矢印
の漏電表示ポタンが飛び出す （通常時は写真のように
引っ込んでいる）。ただし．プレーカーが落ちた（ト
リップした）としても， レパ一部分は完全には下がら
ないので．不慣れな人の場合には見逃しがちである
図3 テスター （デジタルマルチメー タ）の例 (M:噴x,
商品名：デジタルマルチメータM-3860M)。安価なも
のは2,000円程度で購入可能である。30,000円を超え
るようなものでは．電圧・電流計測．抵抗伯測定．通
電測定のほかに．熱電対を接続して温度計測力はr能で
あったり消費電力誠を計測できたりする
氣が凝結する。このように屯気を使用している機
瑞のそばに水があることから，訓水’ji故や水使JI!
後のイ逍始末により，狛陣が発’l:．する1J能性がある
晶・,じが発’tした楊合には． t|tにプレーカーか洛ち
る（トリップする）程度で済めばよいが場合に
よっては感心j激や火災か発生する場合もある＂
他）j,品屯フレーカーがトリップした場合，プ
レーカーのつまみ（レバー）部分は完全に開放状
態時の位骰に戻るわけではなく，杓 H月放状態の
位it'でとまり，別途の揺心表示ボタンで趾心を示
図4 検電器（三和電気機器（悦商品名：低圧用検霜器
KD1)と検霜ドライパー （メーカー．商品名不明）
の例。前者は2,000~3, 000円程度で，後者は1,000円
以下で購入可能である。検電器は，電線の被覆の上か
らでも通匹しているかを音と光で確認できる。後者は，
コンセントに挿入した際グリップ内のネオン管が発
光することで．通電の有無を確認できる
す場合が多い (|=><I2) あわてていたり賠いと
ころでは，とくになれていない人の場合プレー
カーのトリップを見逃しやすい
倅屯復帰後．辿屯しているかどうかを確認する
探には． t糾i（たとえば．屯化製品など）をしヽき
なり接続するのではなく ． テスタ― (|:€<13) をIll
いて確認することが叩ましい， 簡易的には，屯線
の場合には検屯器を コンセントの場合には検屯
器もしくは検屯ドライバー (1,.:(14)を）1]lヽ ること
もできる。ただし． lゴ心のように．断山により感
屯’J~故や火災発’Kか引き起こされる III能性かある
ことから． 「I己判断で処狸することが難しいと感
じた場合（たとえば原lklか不明な l．にフレー
カーを1ilじても1！渡トリップしてしまうような場
合）．屯気取り扱いのイjfi格む(「l家fl'山氣直’l
物とされている場合には屯氣＇Ji業法 L.'，じ氣設
備の保安監lf者として送任しなければならない屯
氣l1T．技術者． 舟般川軍氣「．作物とされている場
合には第秤もしくは第 こf恥じS<tT. ・Fl:など）に
曲代および対処を(K頻することが叩ましい。
',1.jITij(lりな件屯の場合（たとえば． I］家nl'心気1:
作物の保安検ftなど），閉鎖型1Yi生産システムの
再起動時のトラ プルは．手順に従っていれば．そ
れほど発生する率は，~j くない。 しかし，沿出や ·ji 
故に起因する偶発的な停軍（たとえば瞬倅と呼
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ばれる l秒程度以下の倅屯もしくは屯庄降下な
ど）が発生した際それに'Aづかず放itしてし
まった場合には，冒碩で述べたようなシステム内
の異常ぶil,Aといったトラプルが発牛してしまうI
能性がある。 般に，照明器只では屯氣供給が再
開されれば点k「するのに対し，窄，J~{,紅只では供給
が1li1}lされても 1‘]動的には復11しない仕様になっ
ているためである。実隙の出It廂現J-品において，
これを防ぐためには．倅屯検：Il ・‘防報装岡の専人
や．巡l戊第51nlで述ぺたような， システム内異常
,:・jf品を検出した場合に照l・リl器具への面Ii供給を遮
断するような装岡の＃人が必疫である
4.病害虫が発生した場合の対処
病~I;-虫の拉み込みのほとんどの1原因は． システ
ム内人宅時に人のIx.服に付行した古山の持ち込み
に起因する。もちろん．培地やトレイの衛生処狸
が不卜分であったり使川済み培地や植物残治が
散乱するといったシステム内の稀Vlず狂用がイ<|•分
である場合にはそれに起囚することもある。 し
かし． l前者のほうが後者よりもII能件としては,f;j
い。衣服に付rtした1f虫の持ち込みを防ぐために
は．人＇至前には 1困古虫のいる可能性がある温宅や
I・｀ •(むらには立ち奇らない（＼＇［ち岱った場合には．
人室を知kする）．入室lijには1.，1替えや手洗いを
必ず行う，といった管I'！の徹底が必公tである。場
合によっては． IFi宅を設け．前室と'(f1'iスペース
のドアは同時に開かないようにすることも検討す
ペきである。
閉鎖型仰I：粍・ンステムでは． 」．述のような配1也． 
をしていれは． i品室などと比べて． システム内に
甜占虫が餃入してしまう1J能性は低lヽ。ただし．
Jjが・，病‘LI1虫が位人してしまった場合には．犬
敵かし＼なし＼． もしくは生育に適した環境条件にシ
ステム内がなっていることに起IKIして， 1,i.;古虫が
爆発的に繁節してしまう可能性があるC システム
内には，抽虫紙やHi虫器を設iやするとともに． r'i
の観察を行い． 1困古虫の似入が発生していないこ
とを定期的に確認すぺきである。
システム内に病苫虫が似人してしまった垢合に
は， 1'打をすぺて処分すべきである。その後 I'りの
無い状態で1巡Ili程度放iりして紺占虫を死滅させ．
それを確認した後， システム内の徹底的ながiすi}を
行う必＇嬰もある 。システム内での液休J塁薬の使川
は．紺，lじを誘発する危険があり、かつセンサー
（とくに，閻分[•タイプの湿度センサーおよび赤
外放射式CO2センサー）がダメージを受けるIJ能
性があることから．控えることが咀ましい。他）'j,
くん坪剤の使／Iは．紺屯を誘発する危険はないも
のの．センサーのダメージを名艇するとその使
川は控える． もしくはセンサー類をすぺて取り外
した後に使川することが望ましい。センサーの取
り外しが難しい場合には．センサー感部にガスを
透過しない材竹の袋等で投う．といった対処が必
嬰である。
k述のように．閉鎖咆'u'I・謹システムにおいて
病？f虫が位人してしまった場合には． 1生P信を倅
1しなければならない。1¥'袢廂業者にとっては．
経済的に人・きな姐失を被るとともに． I'打を出荷で
きなかったという点で，伯川Ihiの火li和を引き起こ
してしまう1J能性もある。とくに大規校な空lifl
を利川して多数の育侑棚を設附してある状況 ドで
は．紺占虫の進人が発牛した場合．その空間jすぺ
てで 1．述のような対処が必疫とされるために．そ
の被，9fはil:大なものになる。これを似小限にとど
めるためには．人規校な空間を利川する場合でも
複数の小規校なユニットに小分けにしておき．約
・l俎虫の仕入か発'I:した場合でも． •部分のユニッ
トのみのiu古だけですむような構造にしておくこ
とで リスク分散を図ることが屯要である。この
ような複数の小分けにされたユニットを組み合わ
せて人且狐化することは，紺占虫位人時の被苫を
蔽小限にとどめるだけではなく，機器が故1,・;tした
場合の被店を似小限にとどめる上でも屯要である。
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